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スケジュール




  月日
  



  都市名

  



  時間

  
  摘　要

  



  2023年

   
  ３/１6

  (木)
   
   
  

 羽田空港集合
   
  羽田空港発
   
  
   
  ロサンゼルス着
  

  　　　↓
   
  サンタクラリタ市
  　
   
   
  




15：00

17：25

11：30

15：00

  羽田空港国際線ターミナル集合
   
  デルタ航空にて空路、ロサンゼルスへ
   
   
  着後、入国審査、税関検査
  サンタクラリタ市内観光
  
  サンタクラリタ市役所訪問（市長と面会）
   
  ミートポイントにてホストファミリーと対面
   
   
  宿泊ホストファミリー宅泊/引率ホテル泊
  



  



３/１7
  (金)

  

   
  

サンタクラリタ市
   
  

   
   
   
  

  朝食
  ホストファミリーにてAOCへ送迎
  AOCで授業体験・アクティビティ
　(松戸市について英語で紹介）
   
   
  宿泊ホストファミリー宅泊/引率ホテル泊
  



  ３/１8

  (土)
  ～

  3/19
  (日)

   
  

   
  

サンタクラリタ市
  　
   
  

   各　自
   
  

 ホストファミリーと過ごす
　ハイキング・ショッピング・ホームパーティー

　ユニバーサルスタジオ・コンサート見学  



  ３/20
  (月)

  

  

サンタクラリタ市
   
   
   
  

   
  

  朝食
  ホストファミリーにてAOCへ送迎
  AOCで授業体験・アクティビティ
  COC体験事業(統計学）
   
  宿泊ホストファミリー宅泊/引率ホテル泊
  










  ３/21
  （火）

  

 

 サンタクラリタ市
   
   
   
   
   
  

   
   
   
   
   
   
   
  

  朝食
  ホストファミリーにてAOCへ送迎
  AOCで授業体験・成果発表
  

　NBA観戦
   
   
  宿泊ホストファミリー宅泊/引率ホテル泊
 



  ３/22
  （水）

  

  サンタクラリタ市
   
  サンタクラリタ市
  　↓
  ロサンゼルス
  

  10:00
   
   
   
   
   
   
  18:00
  

  朝食
  ホストファミリーにて引率者ホテルへ送迎
   
  移動、ロサンゼルスへ
   
ロサンゼルス市内観光
  ・グリフィス天文台
  ・ハリウッド・ハイランド
  ・サンタモニカビーチ
  ・全米日系人博物館
  ホテル・チェックイン
  夕食：市内レストラン（徒歩）
   
  宿泊ミヤコホテル　ダウンタウン泊
  



  ３/23
  （木）

  

   
   
   ロサンゼルス発
  

   
   
  10:50
  

  移動、空港へ
  着後、搭乗手続き
  空路、帰国の途へ
   
   
  機中泊
  



  ３/24
  (金)

  

  成田空港着
   
  

  15:10
   
  

  到着通関後、解散
   
  



実 施 記 録
3月16日（木）
羽田空港発

ロサンゼルス空港着
ロサンゼルス到着後、ハンバーガーショップでランチ。
英語で注文する練習。



 ☆ S O N T E  C L A R I T O  V O L  L E Y  F T L M  O F F I C E  
　 （ サ ン タ ク ラ リ タ 市 経 済 振 興 部 フ ィ ル ム オ フ ィ ス ） 紹 介

サ ン タ ク ラ リ タ 市 の 主 要 産 業 は 映 画 産 業 で あ り 、 2 0 0 7  年 に カ リ フ
ォ ル ニ ア 州 に お け る 最 も 経 済 開 発 に 寄 与 す る 事 業 と し て 評 価 さ れ て
い る 。
目 的 ： 多 く の 撮 影 を 誘 致 す る こ と
主 な 業 務 ： L A 市 、 消 防 局 、 警 察 等 と 調 整 、 撮 影 場 所 の 視 察 お よ び
営 業 、 住 民 生 活 へ の 影 響 を 配 慮 し た 撮 影 の 提 案
経 済 効 果 ： 3 2 9 0  万 ド ル / 年
撮 影 本 数 ： 5 4 7 本 / 年 　 　 延 べ 撮 影 日 ： 1 3 3 9 日 / 年
交 流 の 可 能 性 ： サ ン タ ク ラ リ タ 市 と ロ サ ン ゼ ル ス は 、 松 戸 市 と 東 京
と 同 じ 立 地 条 件 で あ り 、 サ ン タ ク ラ リ タ 市 か ら 行 政 が 主 体 的 に 企 業
や 産 業 の 誘 致 に 関 す る 取 り 組 み （ 撮 影 に よ る 交 通 制 限 等 に 係 る 住 民
理 解 、 提 供 可 能 な 撮 影 場 所 の 広 報 活 動 ・ 営 業 ） を す る 手 法 や 展 望 を
学 ぶ こ と が で き る と 考 え る 。

☆ S A N T A  C L A R I T A  S I S T E R  C I T I E S  P R O G R A M
   ( サ ン タ ク ラ リ タ 姉 妹 都 市 協 会 ) 紹 介

　 　 N P O 法 人 で あ り 、 サ ン タ ク ラ リ タ 市 民 の 国 際 理 解 や 異 文 化 理
　 　 解 の 促 進 を し て い る 。
・ 姉 妹 都 市 （ 2 ） ： エ ク ア ド ル  テ ィ ナ T E N A 　 フ ィ リ ピ ン   サ リ ヤ
S A R I A Y A
・ そ の ほ か の 交 流 都 市 ： ニ カ ラ グ ア 、 イ ン ド 、 日 本 （ 松 戸 市 ）
・ チ ャ リ テ ィ 事 業
・ 交 流 の 可 能 性 ： サ ン タ ク ラ リ タ 市 は 国 際 課 を 組 織 し て お ら ず 、 都
市 間 交 流 は  当 協 会 が 窓 ロ と な る 。 S C S C P  は 行 政 機 関 、 大 学 と 提
携 を 結 ん で お り 、 シ テ ィ マ ネ ー ジ ャ  ー 、 市 長 、 市 職 員 、 大 学 教 授
な ど が 構 成 員 と な っ て い る 。 引 き 続 き 、 S C S C P  を 窓 口 と し て 、 都
市 間 交 流 を 構 築 す る こ と に な る 。 N P O 法 人 で あ り 、 活 動 資 金 調 達
に チ ャ リ テ ィ ハ イ ク 等 を 実 施 し 、 企 業 か ら 協 賛 を 受 け て い る 。



☆ ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ 　
　 サ ン タ ク ラ リ タ 市 役 所 で 歓 迎 会 （ 夕 食 ） 及 び 到 着 証 明 書 の 授 与 式
　 が 行 わ れ た 。 歓 迎 会 に は 、 副 市 長 、 教 育 長 、 校 長 、 姉 妹 都 市 協 会
　 理 事 、 市 職 員 及 び ホ ス ト フ ァ ミ リ ー が 出 席 し た 。



3 月 1 7 日 （ 金 ）
派 遣 生 徒 活 動
☆ ホ ス ト ス チ ュ ー デ ン ト と 授 業 に 参 加 。 授 業 後 は 、 生 徒 会 に よ る ア ク テ ィ ビ テ ィ
　 が 開 催 さ れ 、 派 遣 生 徒 が プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 披 露 し 、 A O C の 生 徒 が カ リ フ ォ
　 ル ニ ア 及 び サ ン タ ク ラ リ タ 市 の 紹 介 を 行 い 、 質 疑 が 闊 達 に 行 わ れ 、 大 変 盛 り 上
　 が っ た 。 下 校 後 は 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 家 に 多 く の ク ラ ス メ イ ト が 参 集 し 、 セ
　 ン ト パ ト リ ッ ク デ ー を 祝 い な が ら 、 折 り 紙 に 挑 戦 し た り 、 歌 を 歌 っ て 親 交 を 深
　 め た 。



職 員 派 遣 活 動
☆ W E S T  R A N C H  高 校 視 察 　
　 教 育 長 、 W E S T  R A N C H 副 学 校 長 と 協 議
　 協 議 内 容 ： ハ ー ト 学 区 の 7 つ の 高 校 の う ち  W E S T  R A N C H を 訪 問 。
　 　 　 　 　 生 徒 数 は 約 1 7 0 0 人 / 4 年 。 3 名 、 1 週 間 程 度 で あ れ ば 、 松 戸 市 か
　 　 　 　 　 ら の 青 少 年 の 派 遣 お よ び 高 校 か ら の 派 遣 の 受 け 入 れ は 可 能 。
　 　 　 　 　 4 0 名 の 受 け 入 れ は 不 可 能 で は な い が 、 チ ャ レ ン ジ ン グ 。
　 　 　 　 　 日 本 語 を 専 攻 し て い る 者 は い な い の で 、 授 業 は 必 須 教 科 以 外 に
　 　 　 　 　 音 楽 、 ス ポ ー ツ 、 グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ン 、 経 営 を 選 択 可 能 。
　 交 流 の ポ イ ン ト ： 青 少 年 海 外 派 遣 に つ い て 、 毎 年 A O C で は な く 、 年 度
　 　 　 　 　 　 　 　 に よ っ て は 派 遣 先 の 高 校 を 変 え て も よ い か も し れ な い 。
　 　 　 　 　 　 　 　 A O C は C O C の 一 部 で あ り 、 非 常 に 小 さ な 高 校 だ が 、
　 　 　 　 　 　 　 　 W E S T  R A N C H  高 校 は 一 般 的 な ア メ リ カ の 高 校 で あ り
　 　 　 　 　 　 　 　 校 内 も 広 く 、 イ ン パ ク ト が あ る 。



☆  C O C  ス ペ イ ン 語 ク ラ ス 視 察
　 サ ン タ ク ラ リ タ 市 民 の 約 半 数 は ス ペ イ ン 語 圏 に ル ー ツ を 持 っ て お り 、 ス ペ
イ ン 語 教 育 も 充 実 。 市 立 松 戸 高 校 の ス ペ イ ン 語 選 択 者 と ス ペ イ ン 語 を 通 じ た
交 流 も 可 能 。

☆ C A L  A R T カ リ フ ォ ル ニ ア 芸 術 大 学 視 察
　 （ ウ オ ル ト ・ デ ィ ズ ニ ー 創 設 ）
　 海 外 留 学 を 希 望 す る 学 生 は 多 い が 受 け 入 れ
　 先 は 限 ら れ て い る 。 海 外 の 芸 術 大 学 へ 行 け
　 な か っ た 学 生 を パ ラ ダ イ ス エ ア に 派 遣 す る
　 こ と が で き れ ば 参 加 を 希 望 す る 学 生 は 多 い
　 の で は な い か 。

3 月 1 8 日 ( 土 ）
☆ チ ャ リ テ ィ ハ イ ク
　 姉 妹 都 市 協 会 が 主 催 す る チ ャ リ テ ィ ハ イ キ ン グ 。
  ホ テ ル （ H O L I D A Y  I N N ） 等 協 賛 事 業 。 資 金 調 達 の 方 法 に つ い て
  学 ぶ こ と が で き る 。

3 月 1 8 日 ( 土 ) ・ 1 9 日 ( 日 )
☆ ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と 過 ご す
　 （ ユ ニ バ ー サ ル ス タ ジ オ / デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド / サ ン タ モ ニ カ な ど ）



3 月 2 0 日 （ 月 ） 　
派 遣 生 徒 活 動
☆ A O C 体 験 授 業 （ プ ロ ジ ェ ク ト 参 加 ） 。 生 徒 会 に よ る カ ラ オ ケ 大 会 に 参 加
　 そ の 後 、 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と ア イ ス ス ケ ー ト を 楽 し ん だ 。
 
職 員 派 遣 活 動
☆ サ ン タ ク ラ リ タ 市 役 所 ツ ア ー
　 ・ 国 際 課 な し 。 姉 妹 都 市 協 会 と 連 携 し 、 国 際 交 流 事 業 を 実 施 。
　 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 還 元  （ コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 、 図 書 館 、 公 園 、 ア ク
　 テ ィ ビ テ ィ プ レ イ ス 、 オ ー ク ツ リ ー の 保 存 、 交 通 渋 滞 緩 和 等 ） 暮 ら し や
　 す い 街 、 企 業 ・ 産 業 誘 致 の 促 進 。
　 ・ 訪 問 者 は 8 0 - 1 0 0  名 / 日
　 ・ 専 門 職 以 外 は 2 - 3  年 で 異 動 。

　 ・  I N T E R N A T I O N A L  S T U D E N T  P R O G R A M S  A T  C O C
　 ・ C O C で は 、 卒 業 生 の 就 職 先 と し て 複 数 の 企 業 、 商 工 会 議 所 と 提 携
　 ・ 1 2 / 1 1 5  コ ミ ュ ニ テ ィ カ レ ッ ジ @ カ リ フ ォ ル ニ ア 州
　 ・ 自 閉 症 患 者 の 就 労 支 援



3 月 2 1 日 （ 火 ）

派 遣 生 徒 活 動
☆ 成 果 発 表 会
　 成 果 発 表 会 及 び 修 了 式 を 開 催 。 教 育 長 、 A O C 校 長 、 姉 妹 都 市 協 会 理 事 、
   サ ン タ ク ラ リ タ 市 職 員 が 出 席 。
　 派 遣 生 徒 の ク ラ ス メ イ ト が 、 一 緒 に 過 ご し た 期 間 の 感 想 を 述 べ た 。
　 A O C に と っ て 、 初 め て の 短 期 訪 問 者 で あ り 、 日 本 文 化 の 紹 介 は と て も 興
   味 深 く 、 ア ニ メ や K - P O P な ど 共 通 の 話 題 も あ り 、 ３ 名 の 訪 問 は A O C に 大
　 き な 活 力 を 与 え て く れ た 、 学 校 全 体 が と て も 生 き 生 き し た な ど 、 派 遣 生 徒
   だ け で は な く 、 受 け 入 れ 生 徒 に と っ て も 、 貴 重 な 体 験 で あ っ た こ と が 伺
   え た 。
　 ま た 、 派 遣 生 徒 及 び ホ ス ト ス チ ュ ー デ ン ト も 感 想 を 述 べ た 。 派 遣 生 徒 は 、
   到 着 時 は 何 も 聞 こ え な か っ た 英 語 が 聞 こ え る よ う に な っ た こ と 、 英 語 が
   理 解 で き な い と き に ク ラ ス メ イ ト が 何 度 も 表 現 を 変 え て 説 明 し て く れ た
   こ と な ど を 通 じ て 、 K I N D N E S S は 共 通 の 言 語 だ と 感 謝 を し ま し た 。
   最 後 に 、 姉 妹 都 市 協 会 理 事 よ り 派 遣 の 過 程 を 終 え た 修 了 証 を 受 け 取 り ま
   し た 。



☆ I N S I G H T S  I N T O  T H E  A M E R I C A N  C U L T U R E
　 ア メ リ カ 文 化 に 係 る 講 義

☆ N B A 観 戦
　 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー と ロ サ ン ゼ ル ス で 開 催 さ れ た バ ス ケ ッ ト ボ ー ル の
　 試 合 観 戦 ！ 本 場 の ス ポ ー ツ 観 戦 を 楽 し み ま し た 。



派 遣 職 員 活 動
☆  I N T E R N A T I O N A L  E N G A G M E N T  D I V I S I O N 紹 介
   関 西 大 学 、 長 崎 国 際 大 学 と 提 携
   ①  留 学  ② 2 + 2 + 留 学  ③ 企 業 の 職 員 訓 練  ④ サ マ ー キ ャ ン パ ス
   ⑤ オ ン ラ イ ン ス ク ー ル

☆  琴 の コ ン サ ー ト ＠ カ リ フ ォ ル ニ ア 芸 術 大 学

3 月 2 2 日 （ 水 ） 　 ☆  お 別 れ



☆ 　 ロ サ ン ゼ ル ス 観 光

3 月 2 4 日 （ 金 ） ☆ 　 帰 国 （ 羽 田 空 港 ）



　私の欠点は、人見知りで人と交流することが苦手なところだ。もともと知ってい
たことだが、アメリカに来てますます気づかされた。

　ホストファミリーとの初対面の時、バディが話しかけてきてくれているにも関わ
らず、毎回、”YES”もしくは”NO”の一言で返答をしていた。他の子たちが楽しそう
に会話をしている姿を見て、人見知りで思うように話せない自分自身に焦りや情け
なさを感じていた。また、バディの通う学校であるAOCでも小さな声で返事をし、
自分から質問をしたりすることもできなかった。そんな自分が恥ずかしく、変わり
たいと思った。
　アメリカに来て3日目、耳も少し英語に慣れてきた頃、勇気を出して自分から
AOCの生徒に質問をした。何歳か、兄弟はいるのかなどといった、至って簡単な質
問だが、私にとっては大きな一歩だった。さらに、その質問に対し、話題を広げて
くれたり、積極的に話してくれるAOCの仲間に私も必死でくらいついていき、言葉
のキャッチボールができるように努めた。その結果、自分の成長を実感することが
できたできごとがある。

　休日にホストファミリーとその友達の家族でサンタモニカに行った時のことだ。
初めて会った同年代の3人の女の子がいた。彼女たちは、私に興味を持って話しか
けてくれた。その際に、一問一答のように答えるのではなく、質問の内容に付け加
えて自分のことを話したり、自分から話題を持ちかけたりした。今振り返ってみる
と、その時の私は今までとは見違えるほど生き生きとしていて、前向きなマインド
を持っていたと思う。

　冒頭で、人見知りで人と交流することが苦手なところは私の欠点であると述べた
が、それらは欠点なのではなく、ある種の私のアイデンティティなのではないだろ
うか。私が人見知りじゃなければ、自分を変えたいと思えなかったかもしれない。
私が人と交流することが苦手じゃなければ、みんなの優しさを存分に感じることが
できなかったかもしれない。

　今までの私はずっとコンフォートゾーンの中にいた。コンフォートゾーンにいる
私は、自分が誰からも見つからないようにベールを覆って守っているようで、本当
は自分の気持ちを素直に言動に移せず自分自身を押さえつけていたことに気が付い
た。今回の派遣を通して、そんな自分を自らの手でコンフォートゾーンから解放さ
せてあげることができたと思う。

　一般的に、コンフォートゾーンを抜けたその先は、フィアーゾーンだといわれて
いる。しかし、私にとってのコンフォートゾーンを抜けたその先は、もう一つのコ
ンフォートゾーン。つまり、そこが私にとって居心地の良い場所になっていた。

　最後に、私がホストマザーからもらったこんな言葉を添えようと思う。
「このサンタクラリタがあなたにとって第二の故郷であることを忘れないでくださ
い。」
　また必ず帰ってきたいと思う。第二の故郷に。

「コンフォートゾーンを抜けたその先は」
柚木　麻央



感想文

《高校及び大学について》
　高校生のうちから大学の授業を受講し単位取得でき、多くの学生がこの制度を
利用している。早期での大学卒業を目指すのではなく、学生それぞれが海外留学
など自らの成長に時間を費やすことを考えている。

《授業での違いについて》
　日本の授業では先生から教えてもらうことに多くの時間が割かれているが、
AOCでは、お互いの意見をぶつけあう授業が中心であった。歴史の授業でプレ
ゼンテーションを作成するという課題が出ており、その発表の日の授業に出席し
た。プレゼンテーショの形は自由で、写真や音声を入れ自分たちで編集した映像
を流したり、黒板に写真を一枚貼りそれについて５分程話をしたりするグループ
があった。生徒がプレゼンテーションを行った後にはたくさんの生徒の手が上が
り、プレゼンテーションの良かった点、改善点を述べていく。ただ意見を述べる
のではなく、そのプレゼンテーションを褒めるのも印象的であった。私の英語力
では会話を聞き取ることが精一杯で発言できる余裕がなかった。また、パソコン
やタブレットを活用したワークが多かった。

《演説の違いについて》
　AOCにも生徒会と同じような組織があり、ちょうど選挙の日だったため演説
を見に行ったのだが、あまりの違いに大変驚いた。日本と違いかしこまった様子
ではなく、歌を歌ったりダンスをしたり等自由で、印象的であった。

《家庭学習での違いについて》
　プレゼンテーションやレポートを作成するという課題が多く、主にパソコンや
タブレットを使用し学習をすることが多いように感じた。

《国際理解について》
　ホストファミリー（バディとお母さん）が私と同じBTSファンであり、共通の
話題で会話が弾んだ。バディのお祖母さん（同居されている）が日本人で、バデ
ィもお母さんも日本文化に詳しいことがわかったが、私のために、極力米国のや
り方をみせ、私に学ばせてくれた。
　AOCでは、韓国系、アラブ系、インド系、ベトナム系といった様々な国をル
ーツに持つ生徒が学んでいて、人種に対する偏見はまったく感じなかった。米国
の多様性を感じた。

《都市間交流について》
　私のホストファミリーが、私たちが帰国したちょうど一週間後に日本旅行を計
画しており、日本でお会いすることができた。今度はホストファミリーを我が家
にお招きしたい。

井上　姫和



　まず初めにこの派遣事業を主催してくださった方、関わっていただいた全ての
方に感謝したいと思います。この短いようで長かった9日間は私にとって貴重な
体験でした。
　初日でのホストファミリーとの会話では思ったように伝えることもできず、ま
た想像を遥かに超える会話のスピードに驚くばかりでした。正直初日は理想と現
実の壁にぶつかっていました。
　次の日にAOCに行き、自己紹介をするとたくさんの生徒から、「どこから来
たの？日本はどんなところ？！」など質問攻めの毎日でした。私は間違えていて
も話そう！と決心し、とにかく話し続けました。
　授業では日本とアメリカの形態が全く違うことに驚きました。具体的に、日本
では比較的先生から生徒へと一方通行が多い中、アメリカでは逆に生徒から先生
へ質問や意見を発言するなど積極性に長けていました。自分の意見を発言するこ
と、また友達の意見を聞いてどう思ったかを自分の言葉で伝える力は自分よりも
遥かにアメリカの生徒の方が持っていると感じました。また宿題や授業中もタブ
レットで配信されているのが多いと感じました。
　
　私が派遣事業でアメリカのホストファミリーとの交流、現地の高校生との関わ
りを通し学んだことが大きく分けて2つあります。
　1つ目は自分の意見をどうやって相手に印象付けるか、です。AOCの初日に生
徒会のスピーチを生で見ることができました。10人ほどが自分をアピールする
ために様々な方法で伝えていました。相手にどれだけ印象を与えることができる
のか、そのスキルに自分とのレベルに気付かされました。スピーチ力、発言力、
プレゼン力、全てにおいて自分らしく伝えているところにアメリカの多様性を実
感しました。
　2つ目は個人主義と団体主義についてです。日本は個人よりも大多数に合わせ
て行動するが、アメリカは常に自分主体という個人主義の違いを感じました。自
分の意見をあまり曲げない、貫き通すところはアメリカ社会で生き残っていくた
めに大切なスキルなのかもしれないと感じました。だからといって、相手の意見
を聞かないという訳でもなく、むしろ相手をリスペクトし、受け入れるところは
大事な要素なのだと感じました。
　多民族国家だからこそ、肌の色や人種で差別するのではなく、実力社会で生き
るアメリカ社会は私にとって刺激あるものでした。

　この2つが今の自分に欠けているからこそ感じることができたのではないかと
思いました。

派遣事業を終えて感じたこと
佐々木 　もあな



　AOCで仲良くなった友達、ホストファミリーは今でも連絡を取り合う仲にな
っています。この関係は一生の宝物なので、この先も続けていきたいと思いま
す。




